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コンペティションとは？

世界最大のデータサイエンスコミュニティ。会員登録は世界中から300万人以上。



コンペティションとは？

カグルでは常にコンペ
が開催されている。
コンペの課題は医療、
生物学、情報学など。
さまざまな分野の問題

を機械学習で解決する。



コンペティションとは？

カグルコンペは参加者の国籍、
年齢、技術レベルを問わず、
世界中から誰でも参加できる。



コンペティションとは？

参加者が、自ら開発したアルゴリズムの結果を
カグルのサイトにアップロードすると、自動的に
スコアが計算され、リーダーボードが更新される。



くずし字認識コンペティション

日本で主催したコンペとしては３例目。カグルで初めての人文系コンペ。



くずし字認識コンペティション：くずし字データセット

学習データ：画像 学習データ：文字のUnicodeと文字の画像座標

画像は２８冊の古典籍から、全３８８１枚。文字数は約６８万文字。



くずし字認識コンペティション：くずし字データセット

テストデータ：画像のみ。全４５５１枚



くずし字認識コンペティション：結果

７月１９日～１０月１４日まで約３ヶ月

参加チーム： ２９３チーム

参加者数： ３３８人

結果提出： ２６５２回（認識された画像1200万枚）



くずし字認識コンペティション：結果

日本語やくずし字の
知識がなくても参加
ができたため、上位
にはさまざまな国の
機械学習エンジニア、
研究者が入った。



くずし字認識コンペティション：意義

• くずし字認識が機械学習の研究対象であることを
世界の人々に知ってもらえた。

• カグルで開催したため、数百人の参加者を集める
ことができた。

• コンペでみんなが競ったため、優れたアルゴリズ
ムが生まれた。

• どんなアルゴリズムがくずし字認識に適している
かを、一気にテストすることができた。

• コンペから得られた知識は、今後のくずし字認識
研究に有用である。



くずし字認識コンペティション：人文学研究へ

• 国文学研究資料館がデータセットを作成したこと
が、コンペの開催につながった。

• 主催者はくずし字に関する基礎知識を参加者に提
供し、日本文化、特に古典文学への関心を高めた。

• 日本文学とAIのように、一見無関係のように思え
る分野につながりを作った。

• 情報学者や人文学者だけではコンペの開催は不可
能だった。人文学と情報学のコラボレーションが
重要である。



• コンペのテストデータは比較的きれいに木版印刷された古典
籍を対象とするため、全国の３００万点以上の古典籍で常に
90％の認識精度を達成できるわけではない。

• 手書きの手紙や古文書はテストしていないが、OCRの需要は
大きいため、今後は取り組む必要がある。

• コンペでは約4300文字種の認識を競ったが、古語に表れる文
字種はもっと多い。異体字への対応も必要である。

• こうした問題を解決するためには、手法の改良よりも、オー
プンなくずし字データセットの構築がより重要である。

くずし字認識コンペティション：くずし字OCR現状とこれから
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Kaggleくずし字認識： http://codh.rois.ac.jp/competition/kaggle/

KuroNetサービス： http://codh.rois.ac.jp/kuronet/

KuroNet論文： https://arxiv.org/abs/1910.09433
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